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研究成果の概要（和文）：本研究はレドックス関連因子であるTXNIPならびにERK経路の膀胱発癌におけるクロストーク
の解明を目的とした。膀胱発癌モデルマウスや膀胱癌細胞株におけるCXCR4-ERK経路、TXNIP-ARRB2経路の遺伝子、タン
パク発現の結果からTXNIPはCXCR4-ERK活性を抑制することで膀胱発癌抑制に寄与していることが明らかとなり、TXNIP
は今後、膀胱癌の早期診断、治療のための新規標的マーカーとなりうる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The result of gene and protein expression of CXCR4-ERK pathway and TXNIP-ARRB2 pat
hway in mouse bladder cancer model and bladder cancer cell lines. We indicate that TXNIP negatively regula
tes bladder carcinogenesis by attenuating SDF-1-CXCR4-induced ERK activation. This signal transduction
pathway can be a potent target in preventing or treating bladder cancer.
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１．研究開始当初の背景 

 一般的に筋層非浸潤性膀胱癌は治療して

も過半数は膀胱内再発し、更に一部は浸潤性

癌へと進行する。膀胱癌治療成績を向上させ

るためには、この浸潤性癌へと移行する可能

性があるハイリスク膀胱癌をより早期に発

見して治療することが肝要であるが、従来の

尿細胞診や膀胱鏡検査では炎症性変化など

による修飾のため診断に難渋することが多

かった。その対処として、我々は網羅的解析

手法を用いた研究から、尿中 mRNA 定量 PCR

や尿中 CXCL1 高感度 ELIZA など新規膀胱癌早

期診断法を提唱してきた（Holyoake et al., 

Clin Cancer Res 2008; Kawanishi et al., 

Clin Cancer Res 2008）が、今回は新たに見

出した膀胱早期発癌機序に基づいた新規尿

路上皮癌診断法や分子標的治療の開発に取

り組みたいと考えている。 

  実際には、我々は、細胞癌化シグナルと

して重要な ERKの上流分子である CXCR4 が上

皮内癌(CIS)を含めた高悪性度の膀胱癌で高

発現していること (Nishizawa et al., Int 

J Cancer 2010)、CXCR4 アンタゴニスト

TF14016 により膀胱癌細胞株において ERK 活

性化が抑制される（図 1）ことから、 

 

 
  図１ 膀胱癌細胞株におけるTF14016に

よる ERK 活性化抑制 

 

CXCR4-ERK 経路が膀胱発癌において重要な役

割を果たしていると考えている。さらに、こ

の経路において重要な調節機構をになう

scaffold 蛋白 β-arrestin2 が、癌化機構に

密接に関係するといわれるレドックス関連

分子TXNIPによって制御をうける可能性を予

備 実 験 の 結 果 か ら 得 た こ と か ら 、

「βarrestin2 を中心とした CXCR4-ERK 経路

と TXNIPレドックス関連経路のクロストーク

の解明が尿路上皮初期発癌機構の解明につ

ながり、その知見をもとに新規の治療・診断

法を確立できるのではないか。」(図２)とい

う着想に至ったのが今研究の背景である。

βarrestin2 は尿路上皮癌だけでなく他癌腫

においても重要な分子であると報告されて

おり、その制御機構を解明し臨床応用するこ

とは尿路上皮癌だけでなく、多くの難治性悪

性腫瘍研究の進展に寄与するものと考える。 
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      図２ 研究の背景 

 

２．研究の目的 

(1)膀胱癌の発癌初期段階の分子機構の解明

① TXNIPによるβarrestin2 発現調節機構

ならびにCXCR4-ERK活性化膀胱発癌機構につ

いて膀胱癌細胞株などを用いて in vitro の

レベルで解明する。 

② マウスを用いた発癌実験によって当経路

が持つ膀胱発癌過程における重要性を in 

vivo レベルで証明する。 



(2)新規の膀胱癌再発 早期診断法、予防法

の開発 

 CXCR4 アンタゴ二ストである TF14016 が

CXCR4-βarrestin2-ERK シグナルを介した細

胞増殖を阻害することで、膀胱発癌の抑制効

果が得られるかマウスモデルを用いて検討

したい。 

３．研究の方法 

(1)膀胱癌の発癌初期段階の分子機構の解明     

 細胞株（TXNIP 非発現細胞株および TXNIP

強制発現細胞株）およびマウス発癌モデル

（TXNIP w/t マウスおよび TXNIP K/O マウス）

を用い、TXNIP やβ-arrestin2 ならびに pERK

の遺伝子発現レベル・蛋白レベルでの調節機

構を明らかにする。 

(2)新規の膀胱癌再発 早期診断法、予防法

の開発 

 CXCR4 アンタゴ二ストである TF14016 が

CXCR4-βarrestin2-ERK シグナルを介した細

胞増殖を阻害することで、膀胱発癌の抑制効

果が得られるかマウスモデルを用いて検討

したい。 

４．研究成果 

(1)膀胱癌の発癌初期段階の分子機構の解明

① 膀胱発癌マウスモデルにおけるTXNIPの

発癌調整 

 TXNIP w/t, k/o マウスを用いた BBN 膀胱発

癌モデルにおいて w/t では発癌過程で TXNIP

のタンパク、mRNA（図 3）レベルでの発現低

下を認め、さらに TXNIP k/o マウスでは膀胱

発癌が促進されることを認めた（図 4）。また、

これらのマウスにおいて発癌に伴い、ERK の

活性化もタンパクレベルで確認されており、

以上の知見から、TXNIP は膀胱発癌早期にお

いてCXCR4-ERK経路を介した発癌調整を行っ

ていることが見いだされた。 

 

 図 3 膀胱発癌過程における TXNIP の mRNA   

   発現変化 

 

 図 4 TXNIP による膀胱発癌調整 

 

② TXNIP の CRCX4-ERK 経路活性化調整 

 TXNIP強制発現膀胱癌細胞株ではSDF1刺激

による CXCR4 を介した ERK活性化が抑制され

ていることを認めた(図 5)。また、BBN 発癌

モデルマウスでは TXNIP k/o において ERK の

活性化を認めた(図 6)。これらの知見より、

TXNIP は CXCR4-ERK 経路活性化調整を行うこ

とで膀胱発癌に関与していることが示され

た。 

③ TXNIP によるβ-arrestin2 発現調節 

 TXNIP 強制発現膀胱癌細胞株においてβ 



arrestin2 の発現低下を認め、さらに ERK 抑

制を認めた(図 7)。 

図 5 TXNIP 強制発現による ERK 抑制 

 

 

図 6 TXNIP k/o マウスにおける ERK の活性化 

 

 

図７ TXNIP によるβarrestin2 発現調整  

以上、①-③の結果より膀胱癌発癌初期段階

において、TXNIP による CXCR4-ERK 経路活性

化調整が行われていること、そこにはβ

arrestin2 の発現調整機構も関与しているこ

とが示された。 

(2) CXCR4-βarrestin2-ERK 経路活性制御に

よる新たな尿路上皮癌治療法の確立 

 BBN 膀胱発癌マウスモデルにおいて TXNIP 

w/t, k/o マウスいずれにおいても CXCR4アン

タゴ二ストである TF14016 投与下では BBN発

癌が抑制されることが示された(図 8)。 

 

図 8 TF14016 の抗腫瘍効果 

 

また、それらの組織においても TF14016 によ

って ERK が抑制されており（図 9）、TF14016 

 

 

の、新たな尿路上皮癌治療薬としての可能性

が見いだされた。 

  

 以上より、TXNIP-βarrestin2と CXCR4-ERK

経路のクロストークが膀胱発癌において重

要な働きをしていることが示されたが、今後

はレンチウイルスベクターを用いたβ

arretin2 強制発現細胞株の樹立を行い、さら

なる発癌調整機構の解析を試みたい。また、

癌幹細胞発現や細胞増殖、浸潤など他のシグ

ナル pathway との interaction を網羅的に検

索し、TXNIP-βarrestin2 と CXCR4-ERK 経路

のクロストークがそれらにどのように影響



を与えているのか検討していきたいと考え

ている。 
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